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第一部 【企業情報】
第１ 【企業の概況】
１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等
 

回次
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (百万円) 13,460 15,192 29,018

経常利益 (百万円) 476 698 1,206

四半期（当期）純利益 (百万円) 257 432 659

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 390 518 790

純資産額 (百万円) 23,681 24,022 23,796

総資産額 (百万円) 38,087 41,494 42,087

１株当たり四半期（当期）純
利益

(円) 7.07 11.88 18.11

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益

(円) － - -

自己資本比率 (％) 62.2 57.9 56.5

営業活動によるキャッシュ・
フロー

(百万円) △1,718 △1,202 △1,287

投資活動によるキャッシュ・
フロー

(百万円) △197 △75 △261

財務活動によるキャッシュ・
フロー

(百万円) △25 525 170

現金及び現金同等物の四半期
末(期末)残高

(百万円) 1,087 898 1,651

 

回次
第66期
第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 4.25 7.61

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、上記いずれの期間におきましても潜在株式

が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】
１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な

変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はあり

ません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、政治主導による経済政策や日銀の金融政策の効果を

背景とした円安・株高効果により、企業収益の改善や設備投資の持ち直しが見られ、景気は緩やか

な回復傾向となりました。海外では、米国経済の堅調な推移に加え、欧州諸国の景気も改善傾向に

はありますが、懸念材料を内在しております。中国経済をはじめとした新興国の一部では、成長率

の鈍化により先行きが不透明な状況にあります。

当社グループが属する建設業界におきましては、消費税増税による一時的な減速は見られたもの

の、復興事業を中心とした公共工事ならびに、幹線道路整備や首都圏再開発などの大型プロジェク

トが進行し、受注環境は堅調に推移しました。しかし一方で、技能労働者の不足や労務・資材費の

上昇などが常態化しており、入札の不調や着工遅延、工事の進捗遅れが問題視されるなど、厳しい

状況が続きました。

このような環境の下、当社グループは品質とサービスの向上に取り組み、地域に密着したきめ細

やかな営業活動により受注の確保とともに単価の改善にも注力してまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は151億92百万円（前年同四半期比12.9％

増）、連結営業利益は４億65百万円（前年同四半期比60.8％増）、連結経常利益は６億98百万円

（前年同四半期比46.5％増）、連結四半期純利益は４億32百万円（前年同四半期比68.1％増）とな

りました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は414億94百万円となり、前連結会計年度末と比較して５

億92百万円の減少となりました。その主な要因は、現金及び預金の７億52百万円減少によるもので

あります。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は174億71百万円となり、前連結会計年度末と比較して

８億18百万円の減少となりました。その主な要因は、支払手形及び買掛金が16億77百万円減少し、

短期借入金が９億円増加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は240億22百万円となり、前連結会計年度末と比較し

て２億26百万円の増加となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.4ポイント上昇した57.9％となりまし

た。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における区分毎のキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであり

ます。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は12億２百万円の支出（前年同四半期は17億18百万円の

支出）となりました。主な増加項目は税金等調整前四半期純利益７億３百万円であり、主な減少項

目は仕入債務の減少額16億77百万円であります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は75百万円の支出（前年同四半期は１億97百万円の支

出）となりました。主な減少項目は有形及び無形固定資産の取得による支出２億26百万円でありま

す。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は５億25百万円の収入（前年同四半期は25百万円の支

出）となりました。主な増加項目は短期借入金の増加額９億円であり、主な減少項目は配当金の支

払額２億89百万円であります。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年

度末に比べ７億52百万円減少し、８億98百万円となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間において、特記すべき事項はありません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

今後の日本経済の見通しにつきましては、現政権の積極的な経済財政運営により、引き続き景気

回復が期待されるものの、円安を受けての原油価格の高騰など、先行きは不透明な状況となってお

ります。

建設業界を取り巻く環境は、景気回復に向けた建設需要の増加が期待されますが、受注において

の採算面では厳しさが増すものと予想されます。震災関連の復旧・復興事業も、着工時期や計画規

模が不明確な案件も多く、これらの外部要因が経営成績に大きな影響を与える可能性があります。

これらの環境の中、当社グループは引き続き収益の拡充、リスクの回避に努めてまいります。

 

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

建設投資は堅調に推移するものと予想されますが、受注競争の激化による採算面の悪化や、技能

労働者の不足や労務費・資材費の上昇による原価の底上げといった厳しい経営環境が続くものと予

想されます。

そのような環境の中、当社グループは、会社の体質を根本から強靭なものにし、継続的企業を実

現するために、安全の確保・コンプライアンスの徹底をはじめとしたリスク管理、人材育成、業務

効率化に努めてまいります。また、適正価格に達していない賃貸価格の改善と受注加工・工事の拡

大に注力し、「経営資源の最適化」と「経営効率の改善」を図ってまいります。
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第３ 【提出会社の状況】
１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 147,667,000

計 147,667,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,000,000 40,000,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 40,000,000 40,000,000 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年９月30日 － 40,000 － 3,626 － 5,205
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

三井物産スチール株式会社 東京都港区赤坂５丁目３－１ 4,927 12.31

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地７丁目18－24 2,144 5.36

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１－１ 1,831 4.57

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５－５ 1,707 4.26

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目６－１ 1,657 4.14

三井生命保険株式会社 東京都千代田区大手町２丁目１－１ 1,651 4.12

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６－６ 1,058 2.64

丸藤ビル株式会社 神奈川県横浜市西区南幸１丁目11－１ 1,042 2.60

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿１丁目26－１ 717 1.79

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－１ 674 1.68

計 － 17,409 43.52

(注)　上記のほか当社所有の自己株式3,585千株(8.96％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,585,000
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

36,233,000
36,233 －

単元未満株式
普通株式

182,000
－ １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 40,000,000 － －

総株主の議決権 － 36,233 －

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式526株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
丸藤シートパイル株式会社

東京都中央区日本橋本町
１丁目６番５号

3,585,000 － 3,585,000 8.96

計 － 3,585,000 － 3,585,000 8.96

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】
１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年

７月１日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,651 898

受取手形及び売掛金 13,169 13,275

商品 163 199

建設資材 17,446 17,248

仕掛品 20 27

貯蔵品 41 47

その他 422 379

貸倒引当金 △308 △236

流動資産合計 32,607 31,840

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,209 4,209

その他（純額） 1,772 1,984

有形固定資産合計 5,982 6,194

無形固定資産 171 187

投資その他の資産   

その他（純額） 3,390 3,337

貸倒引当金 △64 △65

投資その他の資産合計 3,326 3,272

固定資産合計 9,479 9,654

資産合計 42,087 41,494

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,486 8,808

短期借入金 5,180 6,080

1年内返済予定の長期借入金 168 168

未払法人税等 405 216

引当金 339 295

その他 751 1,046

流動負債合計 17,330 16,614

固定負債   

長期借入金 332 248

退職給付に係る負債 410 333

その他 218 275

固定負債合計 960 857

負債合計 18,290 17,471
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,626 3,626

資本剰余金 5,205 5,205

利益剰余金 15,865 16,006

自己株式 △800 △801

株主資本合計 23,896 24,036

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 183 247

退職給付に係る調整累計額 △283 △261

その他の包括利益累計額合計 △99 △14

純資産合計 23,796 24,022

負債純資産合計 42,087 41,494
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 13,460 15,192

売上原価 11,157 12,654

売上総利益 2,303 2,538

販売費及び一般管理費   

報酬及び給料手当 826 828

賞与引当金繰入額 184 208

退職給付費用 65 80

その他 938 956

販売費及び一般管理費合計 2,014 2,073

営業利益 289 465

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 6 9

貸倒引当金戻入額 112 67

受取地代家賃 87 87

その他 25 111

営業外収益合計 234 276

営業外費用   

支払利息 19 20

不動産賃貸費用 12 12

その他 14 9

営業外費用合計 46 43

経常利益 476 698

特別利益   

固定資産売却益 1 5

受取和解金 42 －

特別利益合計 43 5

特別損失   

投資有価証券評価損 46 －

特別損失合計 46 －

税金等調整前四半期純利益 473 703

法人税、住民税及び事業税 76 201

法人税等調整額 139 69

法人税等合計 216 271

少数株主損益調整前四半期純利益 257 432

四半期純利益 257 432
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 257 432

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 132 63

退職給付に係る調整額 － 22

その他の包括利益合計 132 85

四半期包括利益 390 518

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 390 518
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 473 703

減価償却費 162 167

引当金の増減額（△は減少） △308 △115

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △41

有形固定資産売却損益（△は益） △1 △5

投資有価証券評価損益（△は益） 46 －

受取利息及び受取配当金 △8 △10

支払利息 19 20

売上債権の増減額（△は増加） 71 △105

たな卸資産の増減額（△は増加） 45 149

仕入債務の増減額（△は減少） △1,834 △1,677

その他 △80 116

小計 △1,413 △798

利息及び配当金の受取額 11 14

利息の支払額 △19 △21

法人税等の支払額 △297 △396

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,718 △1,202

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △194 △226

有形固定資産の売却による収入 1 7

その他 △4 143

投資活動によるキャッシュ・フロー △197 △75

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 300 900

長期借入金の返済による支出 － △84

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △325 △289

財務活動によるキャッシュ・フロー △25 525

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,942 △752

現金及び現金同等物の期首残高 3,029 1,651

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,087 ※ 898
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」 (企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下 「退職給付会計

基準」 という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第25

号　平成24年５月17日。以下 「退職給付適用指針」 という。)を、退職給付会計基準第35項本文

及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用

し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額

基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券

の期間について従業員の平均残存勤務期間に類似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の

支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変

更しております。

　これに伴う当第２四半期連結累計期間の期首の利益剰余金及び当第２四半期連結累計期間の営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。
 

 

(会計上の見積りの変更)

　当社が保有する建設資材について、近年の使用実態をより反映した原価算定を行うため、第１

四半期連結会計期間において、一部建設資材の耐用年数を見直し、将来にわたり変更しておりま

す。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益はそれぞれ110百万円増加しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

　関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金 1,087百万円 898百万円

現金及び現金同等物 1,087 〃 898 〃

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日)

 

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 327 9.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日　至 平成26年９月30日)

 

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 291 8.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自 平成26年４月１日　至 平成26年９月30日)

　当社及び連結子会社の事業は、建設基礎工事用鋼製重仮設資材等の販売、賃貸及び資材提供に

附随する工事、加工、運送等であり、建設現場において使用する資材に関連して一体となって提

供するものであります。その性質、市場の類似性を考慮すると単一セグメントであるため、記載

は省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益    7円07銭    11円88銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益(百万円) 257 432

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 257 432

普通株式の期中平均株式数(千株) 36,422 36,415

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月６日

丸藤シートパイル株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日　　下　　靖　　規　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　　本　　千 鶴 子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る丸藤シートパイル株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半
期連結会計期間(平成26年７月１日から平成26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年
４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に
ついて四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸藤シートパイル株式会社及び連
結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経
営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に
おいて認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 
 
(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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